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第14章 

１．景観まちづくりの主体と役割 

 

景観まちづくりを進めていくためには、そこに生活する「市民」や「事業者」、そして景観行政

団体である「岩国市」が、美しい景観は地域の共通財産であるという認識を共有し、適切な役割

分担のもとに連携しながら「協働の景観まちづくり」を進めていくことが重要です。 

また、本市には、「景観ウォッチャー」をはじめとして、積極的に景観まちづくりに関連した活

動を行っている市民団体やNPO等が数多くあります。景観まちづくりを進めていく上では、まず

は「市民」「事業者」「岩国市」が景観への関心を高め、景観まちづくりの活動を行っている団体

が「市民」と一緒に先導的な活動を広げていくことを支援するとともに、こうした団体が「事業

者」や「岩国市」と連携した取組を進めていくことにより、各主体間をつなぎ景観まちづくりの

ネットワーク化を図っていくことが大切です。 

このようなことから、本市では、景観に関連した活動を行っている組織や団体を、「景観まちづ

くり関連団体」として景観まちづくりの主体に位置づけ、以下に示すような連携のもと、各主体

が協働して、景観計画の基本理念である『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』

の実現に向けた取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力 

 

連携 

支援 

 

参加 

協力  連携 

市 民 

●地域景観への関心・理解 

●景観まちづくりへの参加 

●地域景観への配慮 

事 業 者 

●地域景観への理解 

●景観まちづくりへの協力 

●景観に配慮した事業の実施 

岩 国 市 

●ルールづくり・体制づくり 

●取組への支援 

●情報発信、普及啓発 

景観まちづくり関連団体 

●先導的な行動や活動 

●各主体への働きかけ 
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景観まちづくりの推進

 

■市民の役割と取組 

市民は、生活の営みの中で育まれてきた本市の美しい景観に囲まれ、快適な生活環境を享受

する存在であるとともに、生活と密接に関わっている身近な景観を創り出す主体でもあります。 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』を実現するためには、市民一人ひ

とりが身近な景観への関心を持ち、個人の建物等も景観を構成する要素であることを認識する

ことが大切です。また、景観ウォッチャー制度への登録や、他の主体が行う景観まちづくりに

関連した活動への積極的な参加等、景観まちづくりの主役となって行動をしていくことが望ま

れます。 

 

市民の取組 

●岩国市景観計画、岩国市景観条例等の遵守 

●景観まちづくりへの積極的な参加と自発的な行動 

●景観まちづくりに関するモラル・マナーの向上 

●日常の周辺景観への関心と地域の景観への理解・配慮 

●公共事業や景観施策に対する関心・参加 

●他の主体が実施する景観まちづくりの活動や施策への参加・協力 等 

 

【取組の具体例】 

・建築物の建築や屋外広告物の設置等における周辺景観への配慮 

・自宅の生け垣や花壇、周辺の公園管理や街路清掃等の身近な景観まちづくり 

・歴史的な建造物や樹木等の適切な保存と活用 

・地域のワークショップやタウンウォッチング、景観講座等への参加 

・景観ウォッチャー制度への登録 

・景観シンポジウムや景観セミナー等への参加による景観意識や知識の向上 

・地域の自主組織による景観まちづくり活動や景観形成のルールづくり 等 

 

 

 

 

 

 

景観講座（実習） ワークショップの様子 景観セミナーの様子 
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第14章 

 

■事業者の役割と取組 

事業者は、その事業活動の実施において地域の景観まちづくりに大きな役割を担う立場にあ

ります。また、地域の景観を活用した事業活動は、にぎわいの創出にもつながるため、地域の

活性化にも大きな役割を担っています。 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』を実現するためには、事業者が地

域の景観に関心を持ち、法令や規制の遵守等、地域の景観に配慮した責任ある事業の実施を行

うとともに、他の主体が行う景観まちづくりの取組に積極的に参加していく等、地域と連携し

た景観まちづくりへの協力が望まれます。 

 

事業者の取組 

●事業活動における岩国市景観計画、岩国市景観条例等の遵守 

●地域の景観への理解と配慮 

●事業活動での景観まちづくりに関する配慮 

●他の主体が実施する景観まちづくりの活動や施策への参加・協力 

●景観資源を活かした事業活動の実施 等 

 

【取組の具体例】 

・建築物の建築や屋外広告物の設置等における周辺景観への配慮 

・緑化や花壇の設置、周辺の清掃活動等の身近な景観まちづくり 

・歴史的な建造物や樹木等の適切な保存と活用 

・公共空間周辺における自然景観や眺望に配慮した建造物等の設置 

・周辺景観との調和に配慮した事業施設や広告物の設置 

・地域でのワークショップやタウンウォッチングへの参加 

・地域の景観を活かした観光プログラムの開発 等 

 

 

 

 

 

 

 
歴史的な建造物を活用した店舗 清掃美化活動 
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景観まちづくりの推進

 

■景観まちづくり関連団体の役割と取組 

景観まちづくり関連団体は、これまでに実施している景観に関連した様々な取組や活動をさ

らに展開していくことで、市民主体の景観まちづくりの先駆的な役割を果たすとともに、関係

主体への働きかけや各主体間の情報共有のための橋渡しを担う役割が期待されます。 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』を実現するためには、景観まちづ

くりに関連した活動を行っている団体が各主体への積極的な働きかけを行っていくとともに、

関係する主体が先導的な活動に参加・協力していくことで、その取組が市民に広がっていくこ

とが望まれます。 

 

景観まちづくり関連団体の取組 

●景観ウォッチャー制度への積極的な参加・登録 

●現在実施している活動のさらなる展開 

●公共事業や景観施策に対する提案・提言等による協力 

●他の主体が参加しやすい景観に関するイベントや学習会等の企画 

●他の活動団体等との相互連携 

●行政との協働による市民、事業者への情報発信 等 

 

【取組の具体例】 

・景観ウォッチャー制度への参加呼びかけ 

・竹林整備や歴史的な街道の整備等、地域の自然環境や歴史文化を守る活動の実施 

・地域の歴史文化や自然環境を学ぶイベント等の開催 

・景観計画の策定への提言・参加 

・景観賞や写真展等、地域の景観に関する情報発信 

・地域のタウンウォッチングやセミナーにおける講師やガイドの実施 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

「岩国地旅の会」による岩国の魅

力を生かした体験・交流の催し 
「美竹林ボランティア錦川」 

による中学生参加の竹林整備 

「岩国往来まちづくり協議会」 

によるウォーキングイベント 
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第14章 

 

 

景観ウォッチャー制度について 

 

市では、市民と協働で景観づくりに取り組むため、「景観ウォッチャー」制度を設けています。

平成19年6月の発足以来、市内の様々な景観資源の収集や「景観ワークショップ」への参加を

通して景観づくりの取組を進めてきました。 

今後も、景観ウォッチャーの登録制度を、より幅広い市民や団体を対象としたものに広げて

いくとともに、将来的には、自主的な活動や運営を行っていくよう制度のさらなる推進を図っ

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩国市主 

体の活動 

や運営 

景観ウォ 

ッチャー 

主体の活 

動や運営 

運営支援 自主運営 

○個人や団体も含めた登録の推進 

○景観ウォッチャー対象のセミナーや

勉強会等の開催 

○ワークショップやタウンウォッチン

グの開催等による景観ウォッチャー

の活動支援 

○景観に関するイベントやプログラム

等の自主企画 

○屋外広告物の除去等、景観ウォッチャ

ーによる景観づくり活動の実施 

○景観ウォッチャーによる市民向け講

座やセミナーの開催 
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景観まちづくりの推進

 

■岩国市の役割と取組 

岩国市は、市民や他の主体とともに景観まちづくりを進めていく基盤づくりとして、岩国市

景観計画の周知と実行、景観まちづくりの普及啓発活動、協働や連携の体制づくりを主体的に

推進していく立場にあります。 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』を実現するためには、住民等と協

働しながら地域の景観特性に応じたルールづくりを行うとともに、公共が率先して景観まちづ

くりを行っていくための施策展開を図る必要があります。 

また、今後の景観まちづくりに向けた人材育成や市民が活動に参加できる場の拡大を図るた

め、市民参加型のプロジェクトを展開するとともに、他の主体の取組に対し、国や県も含めた

支援を行っていくための窓口や、市内外への情報発信の拠点としての役割を担っていきます。 

 

岩国市の取組 

●岩国市景観計画の運用と実行 

●公共事業による景観まちづくりの実施 

●景観資源の収集と本市の優れた景観資源の情報発信 

●人材育成の支援 

●普及啓発と景観学習の支援 

●協働・連携による景観まちづくりの体制づくり 

●景観まちづくり活動への支援と顕彰 

●景観まちづくりに関する情報の発信 等 

 

【取組の具体例】 

・届出対象行為、景観形成基準の周知と受付審査 

・景観施策の実施（景観重要建造物等の指定、重点地区指定の拡大等） 

・景観形成に配慮した公共事業（道路、公園、河川、港湾）の実施 

・郷土の歴史や伝統・文化の活動支援、後継者の育成 

・景観ウォッチャー制度の支援や景観セミナーの開催 

・景観審議会の開催や景観アドバイザーの派遣 

・景観賞の実施 

・市ホームページ等での本市の優れた景観資源の情報発信 等 
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第14章 

２．景観まちづくりの推進 

 

本市の多様な景観資源の保全、活用、そして新たな創造に向けて、景観まちづくりを推進する

方針と取組方策を示します。 

 

 

 

 

 

 

基本方針 取組方策 施策 

まちづくりにつなげる 

岩国市景観計画の周知と推進 

・届出対象行為と景観形成基準の周知 

・景観形成ガイドラインの策定、屋外広告物条例の制定 

・重点地区の指定拡大 

・景観重要建造物及び景観重要樹木の指定 

・公共事業景観ガイドラインの策定 

・景観に配慮した公共事業の実施 

・景観重要公共施設の指定 

提案制度の活用 
・「岩国市都市計画提案制度」の活用等による住民の主体的

な景観まちづくり活動の推進 

交流と連携の輪づくりによる 

地域活性化 
・都市部と中山間部・島嶼部の交流連携事業の推進 

景観資源の収集及び本市の優れ

た景観資源の情報発信 

・景観資源のデータベース化 

・景観資源の情報発信 

「人」や「心」を育てる 

人材育成への支援 

・景観ウォッチャー制度の推進 

・農林水産業の担い手の育成 

・郷土の歴史や伝統・文化の活動支援、後継者の育成 

景観に関する普及啓発 

（市民参加型プログラム） 

・景観セミナーや景観シンポジウムの開催 

・景観タウンウォッチングや景観ワークショップの開催 

景観に関する教育 
・小学校、中学校等への景観学習の支援 

・景観講座の開催 

一人ひとりが主役となる 

協働・連携の体制づくり 

・他自治体の取組や各種支援制度のデータベース化 

・専門家や景観アドバイザーの派遣 

・景観審議会の開催 

・国、県、他の景観行政団体との連携強化 

市民やまちづくり団体、事業者

の活動への支援と顕彰 

・景観まちづくりに対する広範な支援制度の充実 

・市民や景観まちづくり団体、事業者の顕彰、景観上優れた

建造物の顕彰（景観賞） 

市民による景観まちづくり活動

情報の発信 

・景観写真コンテスト 

・景観まちづくりで顕彰された内容の公開 

・市ＨＰ、広報紙での紹介 

（景観推進の基本目標） 

方針４ まちづくりにつなげる 
方針５ 「人」や「心」を育てる 
方針６ 一人ひとりが主役となる 

 多様な主体がともに育む、 

     市民協働の景観まちづくり 

《景観推進の基本方針》 
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景観まちづくりの推進

美しい景観は、地域住民の誇りとなるとともに、多くの来訪者を誘う貴重な資源となります。 

そのため、「多様な主体がともに育む、市民協働の景観まちづくり」に向け、多様な主体の

参画を促し、景観づくりはまちづくりであるとの認識のもと、交流と連携の輪を広げ地域の活

性化につながる取組を進めます。 

方針４ まちづくりにつなげる 

 

 

 

 

 

■取組方策 

○岩国市景観計画の周知と推進 

・届出対象行為と景観形成基準の周知を図り、本市の景観まちづくりを推進します。 

・景観まちづくりを誘導していくために、景観形成基準に基づく景観形成ガイドラインの策定及

び岩国市屋外広告物条例の制定を進めます。 

・良好な景観を有する地区や創造していくべき地区は、住民による景観まちづくり活動の機運等

を考慮し、重点地区への指定や景観協定、地区計画等による地域の実情にあった景観まちづく

りを進めます。 

・地域の景観上のシンボルとなっている建造物や樹木は、景観重要建造物、景観重要樹木の指定

により保全を図るとともに、周囲の景観まちづくりを進めます。 

・公共事業の景観形成に向け、公共事業景観ガイドラインの策定を進めます。 

・道路、公園、河川、港湾等、景観に配慮した公共事業の実施を進めます。 

・景観上重要な公共施設は、各施設の管理者と協議の上景観重要公共施設に指定し、各施設の整

備や占用等に関する景観形成の方針を定め、景観形成を図ります。 

 

○提案制度の活用 

・都市計画の決定や変更を住民等が提案することのできる「岩国市都市計画提案制度」の活用等

により、住民の主体的な景観まちづくり活動を推進するとともに、居住環境の向上に向けた景

観協定やまちなみ形成のためのルールづくりを支援します。 

 

○交流と連携の輪づくりによる地域活性化 

・農林水産業や地域の伝統文化の体験を通じた都市部と中山間部・島嶼部の交流連携事業を、市

民、事業者、景観まちづくり団体等との協働により進めます。 

 

○景観資源の収集及び本市の優れた景観資源の情報発信 

・景観百選の選定や景観賞、景観ウォッチャーの活動等を通じて景観資源を継続的に収集し、デ

ータベース化を行うとともに、本市の優れた景観資源を広く紹介していきます。 
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岩国市で形成されている現在の景観は、長い歴史の中で、多様な主体が様々な形で関わりを

持って育まれてきた景観といえます。今後も、岩国市の景観を形づくるのは市民一人ひとりで

あることを認識することが大切です。 

そのため、「多様な主体がともに育む、市民協働の景観まちづくり」に向け、市民一人ひと

りが地域の景観に誇りを持ち、景観を守り育てる「心」を育むとともに、景観まちづくりに対

する意識を高めていく中で、中心となって活躍できる「人」づくりにつなげていきます。 

方針５ 「人」や「心」を育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

■取組方策 

○人材育成への支援 

・景観ウォッチャー制度の推進を図り、景観まちづくりを中心となって活躍できる人材育成を進

めます。 

・生業の場である農業、林業、水産業の後継者の育成を図ります。 

・市民、事業者、景観まちづくり関連団体等との協働により、郷土の歴史や伝統・文化の活動を

支援するとともに、後継者の育成を図ります。 

 

○景観に関する普及啓発（市民参加型プログラム） 

・景観セミナーや景観シンポジウムを開催し、市民や事業者、景観まちづくり関連団体等への景

観に関する普及啓発を図ります。 

・地域別に景観タウンウォッチング、景観ワークショップを開催する等、景観の見方や景観資源

の掘り起こし、景観上の問題点を把握する人材の育成を進めます。 

 

○景観に関する教育 

・小学校、中学校等への景観学習の支援、景観講座の開催等を進めます。 
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岩国市民や岩国市を訪れる人々は、美しい景観に囲まれ、心地よい快適な環境を享受する存

在であるとともに、生活や活動の中で接する身近な景観を創りだす主役ともいえます。 

そのため、「多様な主体がともに育む、市民協働の景観まちづくり」に向け、景観まちづく

りに取り組む協働・連携の体制づくりや活動の場の創出等を図り、一人ひとりが主役となる景

観まちづくりを進めます。 

方針６ 一人ひとりが主役となる 

 

 

 

 

 

 

 

■取組方策 

○協働・連携の体制づくり 

・市民の自主的な景観まちづくりの取組を活発化させるため、他の自治体の取組の事例や各種支

援制度の紹介、専門家や景観アドバイザーの派遣等、多様な支援制度による体制づくりを進め

ます。 

・学識経験を有する者及び関係機関等から構成される岩国市景観審議会を設置し、岩国市景観計

画や岩国市景観条例の適切な運用を図ります。 

・国や山口県との連携強化を図るとともに、景観まちづくりに関する国や県の補助制度の活用等

により、効果的な施策の推進を図ります。 

 

○市民やまちづくり団体、事業者の活動への支援と顕彰 

・景観まちづくりに対する広範な支援制度の創設を進めます。 

・景観まちづくり活動を積極的に行っている個人や団体を顕彰するとともに、景観上優れた建造

物等について顕彰する取組を進めます。 

 

○市民による景観まちづくり活動情報の発信 

・市民による景観まちづくり活動情報の発信の場として、景観賞や景観まちづくり団体の活動状

況等をイベント時に展示するとともに、市ホームページ等により本市の景観まちづくり活動情

報を発信していきます。 

 



 

139 

第14章 

３．景観まちづくりの推進スケジュール 

 

景観まちづくりの推進に向け、概ね5年以内に取り組む「短期」施策、概ね10年以内に取り組

む「中期」施策、その後継続的に取り組む「長期」施策に分けて示します。 
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景観まちづくりの推進

４．景観計画の実施体制 

 

景観計画を効果的に運用し、良好な景観形成を推進していくために、次のような推進体制を構

築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○岩国市景観審議会 

市の景観行政の諮問機関として、学識経験を有する者及び関係機関等による岩国市景観審議

会を設置します。 

岩国市景観審議会は、景観計画の変更、修正、重点地区の指定等、景観形成に関する重要な

事項の調査、審議を行います。なお、景観形成上重要な案件、判断を要する場合は、岩国市景

観審議会の意見を聴く、又は審議会での協議を通じて審議するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

岩国市景観審議会による調査・審議事項 

・重点地区の指定、景観計画の変更等に関する判断 

・景観計画に基づく行為の届出や重点地区における適合判断に関する重要な事項 

・景観重要建造物、景観重要樹木に関する指定、変更 

・その他、新たな施策の構築・展開等に関する提言 等 
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第14章 

５．景観施策の展開 

 

景観計画の基本理念である『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』の実現に

向け、市民や事業者、景観まちづくり団体等との協働により、地域の実情に応じた各種景観施策

を展開していきます。 

なお、景観施策の展開においては、それぞれの事業ごとに PDCA サイクルによる Plan（景観施

策の実行）、Do（景観施策の展開）、Check（景観施策の確認）、Action（景観施策の見直し）を行

い、継続的・発展的な景観まちづくりを進めていきます。 

景観施策の展開に伴う新たな課題や、本市の景観を取り巻く社会的・経済的環境の変化等に対

応する景観形成基準や景観施策等の見直しが必要な場合、また、より積極的に景観誘導を図る必

要がある地区の重点地区への検討が必要な場合等は、景観審議会での審議等を踏まえ、適宜景観

計画の見直しを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーンごとの景観まちづくりの展開

重点地区の景観まちづくり 一般地区の景観まちづくり

基本理念 基本目標 基本方針基本理念 基本目標 基本方針

景観計画景観計画

・届出対象行為の件数、傾向、問題点

・景観形成基準の問題点

・景観施策の実施状況 等

《Ｃ》景観施策の確認《Ｃ》景観施策の確認

・市民、事業者、景観づくり関連団体との協働

・景観づくりによる地域活性化

・景観に関する教育や人材育成への支援

・景観資源の収集と情報発信、顕彰 等

《Ｄ》景観施策の展開《Ｄ》景観施策の展開

・景観計画、景観条例の周知

・建築物等の届出・勧告制度の導入

・景観重要建造物、景観重要樹木の指定

・重点地区の指定 等

《Ｐ》景観施策の実行《Ｐ》景観施策の実行

・届出対象行為の見直し

・景観形成基準の見直し

・新たな重点地区の指定

・景観施策の見直し 等

《Ａ》景観施策の見直し《Ａ》景観施策の見直し

景観施策景観施策

ゾーンごとの景観まちづくりの展開

重点地区の景観まちづくり 一般地区の景観まちづくり

基本理念 基本目標 基本方針基本理念 基本目標 基本方針

景観計画景観計画

・届出対象行為の件数、傾向、問題点

・景観形成基準の問題点

・景観施策の実施状況 等

《Ｃ》景観施策の確認《Ｃ》景観施策の確認

・届出対象行為の件数、傾向、問題点

・景観形成基準の問題点

・景観施策の実施状況 等

《Ｃ》景観施策の確認《Ｃ》景観施策の確認

・市民、事業者、景観づくり関連団体との協働

・景観づくりによる地域活性化

・景観に関する教育や人材育成への支援

・景観資源の収集と情報発信、顕彰 等

《Ｄ》景観施策の展開《Ｄ》景観施策の展開

・景観計画、景観条例の周知

・建築物等の届出・勧告制度の導入

・景観重要建造物、景観重要樹木の指定

・重点地区の指定 等

《Ｐ》景観施策の実行《Ｐ》景観施策の実行

・届出対象行為の見直し

・景観形成基準の見直し

・新たな重点地区の指定

・景観施策の見直し 等

《Ａ》景観施策の見直し《Ａ》景観施策の見直し

景観施策景観施策


